
2023年度
中国語中国文学コース

ガイダンス



重要なお知らせ

オンライン・ガイダンスを
実施します。

日時：2023年3月13日（月）14:00～
Zoomによるリモート会議

ZoomのURLは別途
3月9日ごろ

Wasedaメールで
お知らせします。

〇2023年度から100分授業が始まります。それに関連したお知らせあり。
〇ほかに留学、中文合宿、海外研修など新たなお知らせがありますので、
新２年生の皆さんは言うまでもなく、新３年生以上の皆さんもぜひ
ご出席ください。

中文コースの
教員は全員
出席します。
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1.専門教育が
目指すもの

中国語中国文学コース



中国語中国文学コースの教育主旨

★語文双修（ごぶんそうしゅう）

語学も文学・文化も学びます。中国の文化
は当然その言語によって思考され、創造され、
共有され、伝播し、記録されてきました。文
化と言語は一体です。本コースでは、中国語
を用いて中国の文化を学びます。また、その
ために、クオリティの高い中国語の運用力を
目指します。

★古今兼学（ここんけんがく）

過去の歴史も現代の事象も学びます。我々
は、同時代を生きている中国の人々や社会や
文化に目をやらずに、国際社会を生きていく
ことはできません。しかしまた、現代の姿も、
歴史の蓄積の上に成り立ったものです。中国
独自の伝統文化は現代社会の中にも息づいて
います。本コースでは、中国五千年を俯瞰す
る異文化理解力を目指します。

2つの柱

この二つの柱となる教育主旨に基づいて、中国語中国文学コースは、良質の中国語
運用能力を身につけ、中国の文化や社会をよく理解した「中国に明るい人材」を
育成します。



中国語中国文学コースで学ぶこと

言語（中国語） 文学・文化

小説・詩歌・散
文・演劇・映
画・コミック・
アニメ……

文法・音韻・方
言・中国語教
育・比較言語・
文字学……

中国語による
あらゆる

文化コミュニ
ケーション事象

これまでの卒業論文では、中国語中国文学をベースにしつつ、広告研究、著作権問題、
伝統紋様、世界遺産と観光学、アイドル文化、食文化、中国のメディア論、ジェンダー研究、
中国武術など多種多様な研究テーマが扱われています。



2.専門カリキュラムと
科目履修



本コースのカリキュラムはクォーター制
です。
◦４学期制ー春・夏・秋・冬の４クォーターから構成されます。

※春・夏クォーターがセメスター（２学期制）の春学期に該当し、
秋・冬クォーターがセメスターの秋学期に該当します。

◦授業は、週２回授業もしくは２時限連続授業により、基本的に2
か月（７週）で完結 します。

※「中国比較文化論１・２」は対面授業７回＋オンデマンド授業
７回です。

※「中国伝統演劇概論」「中国幻想怪異小説史」「中国詩歌概論
１」は曜日時限指定のないフルオンデマンド授業です。

※授業回数はセメスターと同じ14回です。

※卒論演習のみセメスター（週1回、春学期・秋学期）となります。



学年 ２年次 ３年次 ４年次 必 修
単位

ｸｵｰ
ﾀｰ

春 夏 秋 冬 春 夏 秋 冬 春 夏 秋 冬

演習 2 4 2 4 4 2 4 2 2 0 2 0 28
卒論
演習

2 2 4

選択
講義

10 10

コース所定単位＝４２単位以上

中国語科目（ブリッジ科目）のうち、オンデマンド中国
語（中級）（中上級）（上級１）（上級２）は、「コー
ス専門外国語」として、コース所定単位の「選択講義」
に算入することができます。

なお、オンデマンド中国語（中級）は自動登録ではあり
ませんが、必ず２年次に履修して下さい。この科目を履
修したレベルを前提に授業を進めます。

※2020年度以降の入学者は、選択英語・選択外国語併せて
８単位以上の取得が卒業要件として必要です。「オンデマ
ンド中国語」を履修する場合は、「選択講義（コース専門
外国語）」として履修するか、「選択外国語」として履修
するか、事前に選択して科目登録して下さい。単位の二重
カウントはできません。
※2019年度以前の入学者にはこの卒業要件は適用されませ
ん。



2023年度科目配当表
春 夏 秋 冬

必修演習

２年 演習２（中国語文法） 演習１（古代文学）
演習３（近現代文学） 演習４（近世文学） 演習５（中国語音韻論）

演習６（近現代文学）

３年
演習８（中国語教育法）
演習９（近現代文学） 演習10（近世文学） 演習７（古代文学）

演習11（中国語文法） 演習12（近現代文学）

４年以上

演習13（中国語音韻論） 演習14（中国語教育法）

卒論演習（春学期） 卒論演習（秋学期）

選択講義 ２年以上

中国近現代文学史１
中国比較文化論１
中国伝統演劇概論(ﾌﾙｵﾝﾃﾞﾏﾝ
ﾄﾞ）

語学史２
幻想怪異小説史(ﾌﾙｵﾝﾃﾞﾏﾝﾄﾞ)

近現代文学史２
比較文化論２

語学史１
詩歌概論１(ﾌﾙｵﾝﾃﾞﾏﾝﾄﾞ)

※フルオンデマンド授業は、講義動画や講義録音を視聴する形式です。
指定された日程内で、曜日時限に拘束されず、いつでも視聴できます。

教室での対面授業やオンライン
授業といった実施形態は

シラバスで確認して下さい。



1 2 3 4 5 6

月 春 演習2
夏 演習3
秋 演習11
冬 演習12

春 近現代文学史1
夏 中国語学史2
秋 近現代文学史2
冬 中国語学史1

春 中国比較文化論1
（対面＋ｵﾝﾃﾞﾏﾝﾄﾞ）
秋 中国比較文化論2
（対面＋ｵﾝﾃﾞﾏﾝﾄﾞ）

火 卒論演習（岡崎）
卒論演習（内藤）

卒論演習（千野）
卒論演習（楊達）

春 演習9
夏 演習10
秋 演習4
冬 演習6

春 演習8

秋 演習14

水 春 演習13
夏 演習1
秋 演習7
冬 演習5

春 演習13
夏 演習1
秋 演習7
冬 演習5

木 春 演習2
夏 演習3
秋 演習11
冬 演習12

春 近現代文学史1
夏 中国語学史2
秋 近現代文学史2
冬 中国語学史1

金 春 演習9
夏 演習10
秋 演習4
冬 演習6

春 演習8

秋 演習14

2023年度時間割

※フルオンデマンド授業（曜日時限の指定無し）：
中国伝統演劇概論（春ｸｵｰﾀｰ）、中国幻想怪異小説史（夏ｸｵｰﾀｰ）、中国詩歌概論1（冬ｸｵｰﾀｰ）



科目登録上の注意点
オンデマンド中国語（中級）は必ず２年次に履修すること

※演習は中国語を学ぶ科目ではなく、「中国語で学ぶ科目」→そのた
めにｵﾝﾃﾞﾏﾝﾄﾞ中国語を必ず履修すること

必修演習の週2回授業は、「月・木」もしくは「火・金」の組み合わ
せになります。演習はできるだけ同一曜日に固めてありますので、そ
れをベースに講義を組み合わせて下さい。

クォーターとセメスターが混在するので、重複登録しないように注意
して下さい。例えば、春クォーターは空き時間でも、夏クォーターの
授業が入っていれば、その時限はセメスター科目は履修できません。

選択講義の中には、隔年開講科目があります。ローテーションによっ
ては、今年度履修しないと卒業までに履修する機会のない場合が生じ
ますので、計画的に履修して下さい。☞隔年開講科目一覧は次ページ



隔年開講科目（選択講義のみ）

中国伝統演劇概論（奇数年度開講）

中国演劇文化史（偶数年度開講）

中国幻想怪異小説史（奇数年度開講）

中国歴史世情小説史（偶数年度開講）

中国詩歌概論１（奇数年度開講）

中国詩歌概論２（偶数年度開講）

※青字が2023年度開講、すべてフルオンデマンド授業



3.語学科目と
留学プログラム

専門課程をより充実させるために



総合的言語運用力

ブリッジ科目 留学プログラム
• オンデマンド中国語（中級/中上級/

上級）
• 中国語会話（中級/中上級/上級）
• 中国語作文（中級/中上級/上級）
• 中国語ヒアリング（中級/中上級/上

級）
• 中国語検定をめざす
• HSKをめざす
• 中国語スピーチレッスン
• 時事中国語
• 中国現代文学に親しむ
• 映画で学ぶ中国語
• 中国語翻訳
• 中国語字幕翻訳

• ダブルディグリー・プログ
ラム（北京大学・国際関係
学院／復旦大学・新聞学
院）

• 中国現地企業・国際機関で
のインターンシップ

• 大学協定校との派遣交換留
学

• 短期留学、研修プログラム

• その他短期留学、研修プロ
グラム

• 箇所間協定による留学制度
もあります！

実践的言語運用力

中国語力を
高めるために

復旦大学中文系で
取得した単位は、
コース要卒単位に
振替可！

中級・中上
級のクラス
は、春も秋
も履修可



箇所間協定による留学

◦本学文学学術院と現地大学中文系との間で独自に結んだ交換留学です。

◦留学中に相手先大学中文系で取得した専門課程の単位は、本コース卒
業要件単位に振り替え認定できます。

◦コースから募集のアナウンスをします。

2021年９月より復旦大学中文系への留学制度が始まりました（選考あ
り）。以後、北京大学中文系、台湾大学中文系との箇所間留学を順次進
めて行きます。



4.中文合宿



合宿の趣旨：
1．通常の教室授業では、実施が困難な内容・形式の研修を実施する。

ex.中国語中国文学のワークショップ、就職研修、留学研修、中国語劇の上
演、広東語や上海語など方言講座……
2．中国語中国文学コースの教員・大学院生・学部生の交流を図る

2023年度は、8月2日（水）～8月4日（金）に
軽井沢セミナーハウスで実施予定

2年生と3年生は原則全員参加
←参加費は実験実習費を充当（参加費を払う必要はありません）

3月13日（月）のコースガイダンスで概要を説明します。
５月連休明けと７月末にオリエンテーション（班分け、中国語劇の企画策
定など）



中文合宿

中国語で熱演中
（脚本、出演
すべて学生の手作り）
※豪華賞品つきの
授賞式あり。



5．卒業後のキャリア



取得できる資格

教員免許（国語・中国語）

学芸員

図書館司書

→ 「科目登録の手引き」の当該資格取得に関わる

項目を確認のこと

基本的に本コースの演習と講義および
ブリッジ科目の指定された
中国語科目を履修すれば、専門科目の
単位は充当されます。
詳細は「科目登録の手引き」参照



卒業後の進路

就職

金融・メーカー・マスコミ・出版・IT・通信・商社・航空・運
輸・流通・法曹・官公庁・中学高校教員など多岐にわたる。

大学院進学（早大文学研究科への推薦入学制度あり）

その他（文筆業、クリエイターなど）

毎年、中文コース主催講演会で、コースOB・OGによる「わ
たしのお仕事」シリーズを企画しています。



6．学会組織

早稲田大学中国文学会



早稲田大学中国文学会

◦ 文学研究科および文学部中国語中国文学コース（旧第一文学部中国文学専攻・専修を継承）の
在籍生、卒業生、教員を母体とし、および学会主旨に賛同する国内外の会員によって構成され
ます。早稲田大学内に事務局を置く学会です。

◦ 学部生の皆さんは、会費免除で会員となります。本学会が主催する講演会、シンポジウム等に
出席できます。学会事務局から広報します。

◦ 学部生の皆さんには、年１回刊行の学術雑誌『中国文学研究』および学会広報誌兼コース同窓
会誌『集報』を年度初めに無料でお届けします。また、『集報』は学部生の皆さんにもエッセ
イや留学、合宿の報告などの執筆をお願いすることがあります。

◦ 卒業時に卒業生会員として終身会費を払っていただくと、卒業後も『集報』をお届けします。



【附】コースへの
問い合わせ



〇中国語中国文学コース コミュニティプラットフォーム
Waseda Moodle内に設置してあります。2023年度進級の皆さんは進級が決まったら、

Moodleに登録しますので、ダッシュボードから参加できます。中文の学生、院生、教員間の
交流プラットフォームです。諸種お知らせ、教員への問い合わせ、ＢＢＳでの相互交流など色々
使えます。一対一、一対多、多対多の使用が可能です。Wasedaメールで特定の教員に問い合
わせを行うこともできます。
コースガイダンスに関する問い合わせ先：コース運営主任 岡崎由美

〇早稲田大学中国語中国文学コースＨＰ

本コースの公式ホームページです。ＵＲＬ：http://waseda-chubun.com/
ここの「お問い合わせ」のフォームから中文コースへの問い合わせができます。
お問い合わせフォーム：http://waseda-chubun.com/?page_id=1007

〇早稲田大学中国語中国文学コース・メーリングリスト

chubuncourseroom@list.waseda.jp

中文コース担当教員のメーリングリストです。お送りいただいたメールは複数教員で共有され

ますので、メールの見落としなどがおこりにくく、比較的早くお返事できます。

http://waseda-chubun.com/
http://waseda-chubun.com/?page_id=1007
mailto:chubuncourseroom@list.waseda.jp
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